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ＦＣ(Fire Control)ネットワークの研究
防衛装備庁長官官房装備開発官（艦船装備担当）付第２開発室
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JADGE：Japan Aerospace Defense Ground Environment
BMD：Ballistic Missile Defense（弾道ミサイル防衛）
PAC-3：Patriot Advanced Capability-3
RCS：Radar Cross Section（レーダ反射断面積）
ASCM：Anti-Ship-Crouse-Missile（対艦巡航ミサイル）
SAM：Surface to Air Missile（艦対空誘導弾）

高速高機動目標対応レーダでの探知情報をＦＣネットワークで部隊内共有し、新艦対空誘導弾で脅威に対処
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■ＦＣネットワークは、重視する７つの柱のうち「統合防空ミサイル防衛能力」に位置付けられる。
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国家防衛戦略
我が国の防衛目標、防衛目標を達成するための
アプローチ及びその手段を包括的に示したもの

防衛力整備計画
「国家防衛戦略」に従い、防衛力の整備、維持及び運用を

効果的かつ効率的に行うための計画

ＦＣネットワーク
の位置付け

第１の矢
ＦＣネットワーク

・目標情報のリアルタイム共有
・最適対処艦選定による部隊防空能力の向上

第３の矢
新艦対空誘導弾(能力向上型)

・長射程 ・極超音速目標等対応

第２の矢
高速高機動目標対応レーダ

・遠距離探知 ・低RCS目標探知 ・極超音速目標等探知

統合防空ミサイル防衛能力
ミサイルなどの多様化・複雑化する空からの脅威に対応するための能力を強化

ネットワーク化による効果的かつ効率的な対処の実現のため、護衛艦等の間で連携した射撃を可能とするネットワークシステム
（ＦＣネットワーク）を取得。 出典：「防衛力整備計画」（令和４年１２月１６日国家安全保障会議決定及び閣議決定）

将来の護衛艦

彼極超音速目標等



■今後の計画
○現在、試験艦及び護衛艦へ研究試作品を搭載中。
○搭載完了後、実艦を用いた所内試験（海上試験）にお

いて機能性能確認を実施予定。
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SAM：Surface to Air Missile（艦対空誘導弾）
ASCM：Anti-Ship-Crouse-Missile（対艦巡航ミサイル）

各艦のトラフィック所要、通信電波の受信状況、ネットワーク
トポロジー等を監視し、リアルタイムにネットワークを管制
移動する妨害源に追従した妨害波抑圧（Null形成）やネット
ワークの通信経路の変更等によりネットワークを維持
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■研究の概要
ＦＣネットワークの研究は、汎用護衛艦等が搭載するセンサ情報のリアルタイムかつ効率的な情報交換により、ネッ

トワーク射撃を可能とする統合火器管制技術及び高効率ネットワーク制御技術を有するセンサネットワークシステムを
護衛艦部隊へ整備し、実質的な戦力を増大することなく個艦のセンサ能力を超えた対処覆域を可能とし、新艦対空誘導
弾（新ＳＡＭ）を効果的かつ効率的に運用するＦＣネットワークの実現を目的とする。
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自艦のセンサ情報又は僚艦等からのセンサ情報を部隊全体でリアル
タイムに共有し、統合航跡に基づくネットワーク射撃（EOR射撃）
により、個艦センサ能力を超えた対処覆域を実現
飛来するミサイル等に対し、各艦の弾数管理、撃ち漏らしやオーバ
キルの低減のための最適対処艦選定を実施し、部隊全体の武器シス
テムが有する能力を最大限に発揮させて飽和攻撃に対応

センサ艦 シュータ艦
EOR射撃 LOR射撃 オーガニック射撃

自艦センサ情報をもとに
ＳＡＭを発射・誘導ネットワーク射撃

新たな技術

ＥＯＲ射撃

シュータ艦はセンサ艦の目標情報に
基づきＳＡＭを発射し、センサ艦の
目標情報に基づきＳＡＭを誘導

センサ艦 シュータ艦

ＬＯＲ射撃

シュータ艦はセンサ艦の目標情報に基
づきＳＡＭを発射し、インターセプト
前までに目標を追尾して自艦センサ情
報に基づきＳＡＭを誘導
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研究試作 所内試験
EOR：Engage On Remote LOR：Launch On Remote

高効率ネットワーク制御技術により、
電子戦環境下でセンサ情報を共有

統合火器管制技術により、部隊全体の
能力を最大発揮して飽和攻撃に対応

統合火器管制技術のネットワーク射撃
により、レーダ水平線下の目標を攻撃
（個艦センサ能力を超えた対処覆域）

高効率ネットワーク制御技術 統合火器管制技術


